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　戦争と「平和」が同在する混迷の時代に生きる私た
ちとは、歴史の基層でさまよい亡ぶ、魂の難民であり、
生存の窮民ではないのか。
　それはそのまま言語の窮乏を意味し、発語されざる
真なる言語は、いまなお沈黙または無言として、私た
ちの内部に眠りこんでいる。
　その沈黙の闇を打破し、未発の言語をゆさぶり励起
せしめんとして、内部の荒野で悪戦苦闘した、支離滅裂、
アナーキーな歌の果敢なる提示。

小舟舎 https://kobunesha.com/
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すべての声がすでに
封印されてあるとき
花瓶の草を
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新城　兵一（しんじょう　たけかず）

新城兵一　詩集

流亡窮民の歌

1943 年宮古島市（旧城辺町）字新城 833 の 2番地で生
を受ける。『未決の囚人』、『流亡と飢渇』など十数冊の
詩集を刊行。評論集『生存と仮構』、『負荷と転位』、そ
の他評論多数あり。


